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究』62-1,  1月号 ,  pp.167-175.
＜ 翻訳＞「バイオエネルギー生産ブームの世界鶏肉生産への脅威」ハンス・ウイルヘルム・ウイントホルスト著
『畜産の研究』62-2,  2月号 ,  pp.245-251.
＜ 翻訳＞「10年後（2016年）における世界鶏肉産業の展望―1970年及び2006年を比較し予測する」Ｈ．Ｗ．
ウイントホルスト著『畜産の研究』62-4,  4月号 ,  pp.347-447.
＜ 翻訳＞「世界豚肉生産と貿易の動態と2014年への展望」Ｈ．Ｗ．ウイントフォルスト著　鷲見孝子（共訳者）
『畜産の研究』62-4,  6月号 ,  pp.642-646.
＜ 翻訳＞「世界鶏卵産業におけるアジアの役割と展望（1）―過去、現在および2015年の予測分析」Ｈ .Ｗ .ウ
イントフォルスト著 ,　鷲見孝子，尾木千恵美（共訳者）『畜産の研究』　62-8,  8月 ,  pp.849-854.
＜ 翻訳＞「世界鶏卵産業におけるアジアの役割と展望（2）―過去、現在および2015年の予測分析」Ｈ .Ｗ .ウ
イントフォルスト著 ,　鷲見孝子，尾木千恵美 (共訳者 )『畜産の研究』62-9,  9月号 ,  pp.951-958.
＜ 翻訳＞「1970年から2006年の期間における牛肉生産の地域別―時代別の動態と2016年までの予測」Ｈ .Ｗ .
ウイントフォルスト著 ,　大島俊三，鷲見孝子 (共訳者 )『畜産の研究』　62-10,  11月号 ,  pp.1053－1060.
＜ 翻訳＞「2015年までの世界鶏卵生産の地域別発展予測」Ｈ．Ｗ．ウイントフォルスト著　鷲見孝子，尾木千
恵美 (共訳者 )『鶏卵肉情報』夏季特大号 ,  7月号 ,  pp.76-87.
＜ 翻訳＞「EUにおける家禽肉生産と貿易形態の変容」Ｈ．Ｗ．ウイントフォルスト著 ,大島俊三，鷲見孝子 (共訳者 )
『畜産の研究』12月号 ,  pp.1257-1262.
＜ 翻訳＞「アジア　世界豚肉生産の新しい拠点―1996年以降の動向分析」Ｈ .Ｗ .ウイントフォルスト著 , 大島
俊三，鷲見孝子 (共訳者 )『畜産の研究』62-11,  11月号 ,  pp.1159-1162.
＜ 報告文＞「ちびっ子食農教育」実践報告『東海女子短期大学紀要』34号．
＜論文＞「日本のバイオエタノールの自給について」『農協ニュース』478号 ,  1月 .
＜ 論文＞「食品の安全管理―食品表示からかんがえる安全と安心」山澤和子 (共著者 )『ヘルスアップ21』8月号 , 
pp.46－51.
＜論文＞「鶏卵（table egg）の世界に於ける課題」『日本調理科学会誌』41-4.1,  4月号 ,  pp.282.
＜小論＞「バイオ燃料日本でも本格生産を」岐阜新聞．
＜小論＞「オンリーワン学科の評価」『岐阜高農から岐阜大学農学部への85周年の歩み』,  pp.195-196.
＜ 小論＞“Poultry Industry in Japan”“International Egg Market Review” International Egg Commission 
August,2008”,  September,  pp.1-3.
＜ 学会発表＞「日本におけるバイオエネルギー生産の意義と役割」山澤和子 (共著者 ), 中部農業経済学会 , 静岡
大会（静岡芸術文化大学）,  8月 .
＜ 学会発表＞「食健康学におけるフードシステムの課題と役割」鷲見孝子，尾木千恵美 (共著者 ), 日本フードシ
ステム学会 , 明治大学 ,  7月 .
＜講演＞「世界養鶏産業の現況と将来への展望」日本卵業協会 , 仙台 ,  11月 .
＜講演＞「バイオエタノールと岐阜県の養鶏」岐阜県畜産振興会 ,  2月
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＜講演＞「これからの穀物生産は燃料か　食糧か」東海学院大学公開講座 ,  11月 .
＜講演＞「スローフードによる岐阜の活性化」『岐阜「食」を考える会』,  10月 .
健康福祉学部総合福祉学科
















































＜ 論文＞「障害学生の学習支援に関する一考察 ノートテイクに関するアンケート調査より」岡本香 , 林信治 (共
著者 )『東海学院大学紀要』第１号，pp.91-94.
＜論文＞「本学における障害学生支援」林信治 (共著者 )『東海学院大学紀要』第１号，77-84.
＜ 学会発表＞「Effect of communicative modes and intention of self-presentation on the perception of 



































































査 (10割法 )の効率性」尾木千恵美 ,平光美津子 (共著者 )『東海女子短期大学紀要』第34号，pp.1-10.
＜ 論文＞「「ちびっ子食農教育」実践報告」杉山道雄，石原加代子，尾木千恵美，古賀裕子，鷲見孝子，平光美津子，
山澤和子 (共著者 )『東海女子短期大学紀要』第34号，pp.89-100．
＜ 研究発表＞「給食の効率的な栄養管理に用いられる食事摂取状況調査 (10割法 )についての一考察」尾木千恵美，
平光美津子 (共著者 )，第55回日本栄養改善学会学術総会，鎌倉芸術館，鎌倉市，9月．













＜ 学会発表＞「地域高齢者の健康生活調査について (1)～調査対象者の健康状態と生活の実態～」(共同発表 )，
第56回日本教育医学会大会，大阪教育大学，8月．
＜ 学会発表＞「地域高齢者の健康生活調査について (2)～健康状態と病気との関連～」(共同発表 )，第56回日本
教育医学会大会，大阪教育大学，8月．
＜ 学会発表＞「地域高齢者の健康生活調査について (3)～生活満足度とその要因～」(共同発表 )，第56回日本教
育医学会大会，大阪教育大学，8月．




＜ 学会発表＞「地域高齢者の生活の実態と健康状態 (1)」(共同研究 )，第67回日本公衆衛生学会総会，福岡市，
福岡国際会議場，11月．
＜ 学会発表＞「地域高齢者の生活の実態と健康状態 (2)」(共同研究 )，第67回日本公衆衛生学会総会，福岡市，
福岡国際会議場，11月．
＜ 学会発表＞「高齢者のQOLに影響する要因について (1)」(共同研究 )，第67回日本公衆衛生学会総会，福岡市，
福岡国際会議場，11月．












尾　木　千恵美（OGI ,  Ch iemi）
＜ 論文＞ ｢残菜調査による栄養摂取量の把握についての一考察 Part3給食の栄養管理における食事摂取状況調査
(10割法 )の効率性｣内田美佐子 ,平光美津子 (共著者 )『東海女子短期大学紀要』第34号，pp.1-10.













平　光　美津子 (H IRAMITSU, Mitsuko)
＜ 論文＞「残食調査による栄養摂取量の把握についての一考察 Part３給食の栄養管理における食事摂取状況調
査 (10割法 )の効率性」 尾木千恵美 , 内田美佐子『東海女子短期大学紀要』第34号 ,  pp.1-10．
＜ 論文＞ ｢｢ちびっ子食農教育｣実践報告｣杉山道雄 , 石原加代子 , 内田美佐子 , 尾木千恵美 ,古賀裕子 , 鷲見孝子 , 
山澤和子 (共著者 )， 『東海女子短期大学紀要』第34号 ,  pp.89-100．
＜ 学会発表＞｢給食の効率的な栄養管理に用いられる食事摂取状況調査 (10割法 )についての一考察｣尾木千恵美 , 
内田美佐子 (共著者 )第55回日本栄養改善学会学術総会，鎌倉芸術館・鎌倉女子大学，鎌倉市，9月．
＜ その他＞ ｢平成19年度 (社 )岐阜県栄養士会研究教育協議会事業｢臨地・校外実習生受け入れに関するアンケー
ト ｣の結果報告」石見百恵 , 高木瞳 , 田中恵子 , 土屋ひろ子 (共著者 ), (社 )岐阜県栄養士会研究教育栄養士協議
会発行 , １月 ,  pp.1-20．
＜ 社会活動＞ 岐阜県栄養士会生涯学習研修会新人研修講師（社）岐阜県栄養士会 , 岐阜聖徳学園大学短期大学部 , 
岐阜市 ,  ７月 .
堀　田　康　雄（HOTTA, Yasuo）
＜論文＞「Dietary zinc and bio-function」『Niigata Journal of Health and Welfare』7(1), pp.105-111.
＜論文＞「Topics 11」『 ibid. 』,  pp.112-117.
＜ 論文＞「Tenderizing of meat by using Maitake (Grifola frondosa) extract with low temperature 




子，岩森　大，村山篤子 (共著者 )『食に関する助成研究調査報告書』No.21,  pp1-10.
＜ 学会発表＞「Development of food material by　means of low temperature steam cooking」山崎
貴子，伊藤直子，岩森　大，村山篤子 (共著者 ), International Congress of Home Economics, Geneva, 
Switzerland.,  6月 .
＜ 学会発表＞「減数分裂から学んだ半世紀」第20回高遠・分子細胞生物学シンポジュウム , ジョナリー生命科学 , 
高遠 ,  8月 .
＜ 学会発表＞「難食性食材の活用に真空低温スチーミング調理」東海学院大学・東海学院大学短期大学部学術交
流集会 , 10月 .
森　　　基　子（MORI ,  Motoko）
＜ 著書＞ 「応用栄養学　―ライフステージから見た人間栄養学―　第８版」玉川和子，澤純子，足達淑子，河野
友信，久米美代子，佐古伊康，中井誠一，古谷博，守田哲朗（共著），医歯薬出版 .
＜ 講演＞「岐阜県の伝統食材と調理」東海学院大学主催食健康学科開設記念フォーラム , 東海学院大学図書館大
セミナー室 , ５月 .
＜ 講演＞「賢い食事の選び方」岐阜県健康長寿財団主催 , シルバー大学講座岐阜校 , 大垣校 ,美濃加茂校 , ５月 , 6月 , 
7月 .
＜ 講演＞「食をめぐる諸問題と食事バランスガイドの活用について」静岡・愛知・岐阜・三重東海４県 JA 中央
会主催 , JA 岐阜研修所 , 6月 .
＜講演＞「牛肉の栄養と調理」飛騨ミート協同組合連合会主催 , 高山市ひだ JA会館 , ８月 .
＜講演＞「岐阜の食文化」岐阜保健所主催 , 各務原市岐阜保健所ハイビジョンホール , ９月 .
＜ ラジオ放送＞“神保絵利子のときめきぐっモーニング”　ぎふチャン（岐阜放送）番組『朝ご飯食べようね』コー
ナー担当 , 各月の食育の日前後に放送 , 5月 , ６月 , ７月 , ８月 ,９月 .
＜社会活動＞
　１）水土里フォーラム「出会いの会」代表 , アイリス愛知 , 3月 .
　２）岐阜県ならびに県関係の団体　
　　　ぎふクリーン農業表示審査会委員










石原加代子，本間恵美（共著者）『東海女子短期大学紀要』第34号 ,  pp.11-16．
＜ 研究発表＞「野菜栽培体験学習が幼児対象の食育に及ぼす影響について」（東海学院大学地域食育サポートセ
ンター　山澤和子，鷲見孝子，山内加代子，杉山道雄）（東海学院大学付属第一幼　原弓貴，茶座伊都子，増村宏）
(共著者 ), 日本調理科学会平成20年度大会 , 椙山女学園大学 , 愛知県名古屋市 ,  8月 . 
山　澤　和　子（YAMAZAWA, Kazuko）
＜著書＞「イラスト　食べ物と健康」種村安子他（共著者），東京教学社，pp.141-164, 197-204, 208-211.
＜ 論文＞「「ちびっ子食農教育」実践報告」『東海女子短期大学紀要』杉山道雄他 (共著者 ), 第 34号 , 
pp.101-112.
＜ 論文＞「Gendered information on sensory, hedonic and familiarity ratings of green tea by female 
Japanese students」廣川空美 (共著者 )『Appetite』Vol.51,  pp.343-346.








山　澤　広　之 (YAMAZAWA, H iroyuk i )
＜ 学会発表＞「調理実習による各種調理品中のアクリルアミド含有量」山澤広之，小野裕嗣，竹中真紀子，吉田充，
堀端薫，三好恵子，漆山哲生，大島潔，山田友紀子 (共著者 )，日本食品科学工学会2008年度大会 , 京都大学 ,  9月 .
＜学会発表＞「昆虫の性フェロモンに関する研究」東海学院大学・東海学院大学短期大学部学術交流集会， 10月．
人間関係学部心理学科






＜ 学会発表＞「Disgust and Avoidance for Stigmatized Persons as Reversed Mate Preference」河野和明，
羽成隆司（共著者），The 20th Annual Meeting of the Human Behavior and Evolution Society，京都大学，
6月．
＜ 学会発表＞「法廷技術と心理学 ―裁判員制度導入に向けて― (ワークショップ )」菅原郁夫，荒川歩，岡田悦典（共
著者），法と心理学会第9回大会，南山大学，10月．
今　井　秀　周（IMAI ,  H idenor i）
＜論文＞「北方民族の祭天儀式における拝礼方向」『東海学院大学紀要』第1号，pp.1-14. 
大　澤　香　織（OSAWA, Kaor i）

























































































テストの結果－」飯野めぐみ , 福井貴子（共著者）『東海学院大学紀要』第1号 ,  pp.193-202.
＜ 論文＞「EMDRと催眠の併用と統合的使用（特集　EMDR ･･･トラウマ治療の新常識）」『こころの臨床 a・
la・carte（星和書店）』第27巻 , 2号 ,  pp. 277-284.
＜ 論文＞「Q5　EMDRは催眠療法の一種ですか？（特集　EMDR・・・トラウマ治療の新常識　第一部　
EMDR　Q&A集）」『こころの臨床 a・la・carte』第27巻，2号，p.13.
＜ 論文＞「Q6　TFT（Thought Field Therapy）とはどこが違いますか？（特集　EMDR・・・トラウマ治
療の新常識　第一部　EMDR　Q&A集）」『こころの臨床 a・la・carte』第27巻 ,  2号 ,  p.14.
＜論文＞「成人愛着スタイルと自己愛・自尊感情の関連」『東海心理臨床研究』第3号 ,  pp.5-12.
＜ 論文＞「催眠とEMDRの併用と統合的使用　その2－催眠によりEMDRを治療的に補完し得た事例－」『臨床
催眠学』第9巻 ,  pp.55-62.
＜ 論文＞「日本における臨床催眠の原典－アカデミズムの枠外にあった明治時代の臨床催眠の実際－」『臨床催
225
眠学』第9巻 ,  pp.18-25.
＜論文＞「催眠古書探訪 その3－催眠療法の遠祖メスメル－」『臨床催眠学』V9,  pp.75-81.
＜ 論文＞「解離性同一性障害の催眠療法－パニック障害の訴えから解離性同一性障害の症状が顕在化した事例を
通して－」『催眠学研究』第50巻，2号，pp. 13-22.
＜ 学会発表＞「解離性体験とアレキシサイミア傾向の関連」　第7回日本トラウマティック･ストレス学会 , 福岡
国際会議場 , 4月 .
＜ 学会発表＞「EMDRの再処理における身体記憶と身体解離への対応」 日本EMDR学会第3回学術大会 , 長良川
国際会議場 ,  5月 .
＜ 学会発表＞「掻破のコントロールにEMDRが有効であったアトピー性皮膚炎の1例」　上田英一郎，加藤則人 , 
岸本三郎（共著者）日本EMDR学会第3回学術大会 , 長良川国際会議場 ,  5月 .
＜ 学会発表＞「子育て充実度尺度作成の試み－予備的検討－」日本ストレスマネジメント学会第7回学術大会 , 
関西福祉科学大学 ,  7月 .
＜ 学会発表＞「本来感と「もっと自分らしくありたいと思う傾向」が心理的健康に及ぼす影響」日本人間性心理
学会第27回大会 , 関西大学 ,  8月 .
＜ 学会発表＞「本来感と目標本来感が心理的健康に及ぼす効果－成人愛着スタイルを調整変数として－」成瀬友
貴美（共著者）　日本健康心理学会第21回大会 , 桜美林大学 ,  9月 .
＜ 学会発表＞「認知された養育態度や愛着型と楽観・悲観主義の関係－性差を考慮した検討－」, 日本心理学会
第72回大会 , 北海道大学 ,  9月 .
＜ 学会発表＞「完全主義と先延ばし傾向が抑うつに及ぼす影響－GPS(General Procrastination Scale)日本語
版を用いて－」山下由紀子（共著者） 日本心理学会第72回大会 , 北海道大学 ,  9月 .
＜ 学会発表＞「親からの否定的な言葉が自尊感情や愛着型、対人スキルに及ぼす影響」　野村早也佳（共著者）
日本心理学会第72回大会 , 北海道大学 ,  9月 .
＜ 学会発表＞「サイコオンコロジー分野への思考場療法（Thought  Field  Therapy）の導入―精神科医と身
体科病棟看護師の新たな連携の試み―」中口智博 , 山崎　猛 , 出井絢子 , 角田香織 , 大関良子 , 松島知子 ,加藤　
敏（共著者）　第21回日本サイコオンコロジー学会 , 学術総合センター ,  10月 .
＜ 学会発表＞「ロールシャッハ･テストにおける父親・母親図版解釈仮説の妥当性に関する研究」岡崎　剛，山
下景子（共著者）　日本ロールシャッハ学会第12回大会 , 新潟青陵大学 ,  10月 .
＜ 学会発表＞「成人愛着スタイルと解離性体験、心理的健康の関連について－クラスタ分析によるサブタイプ抽
出の観点から－」　日本催眠医学心理学会第54回大会 , いわき明星大学 ,  11月 .
＜ 学会発表＞「日本語版ハーバード集団催眠感受性尺度HGSHSの実施経験（第二報）」　野村早也佳 , 中村千珠 , 
高石　昇（共著者）　日本臨床催眠学会第10回学術大会 , 東海学院大学 ,  11月 .
＜ 学会発表＞「大会長講演　臨床催眠とEMDRの併用と統合的使用―両者の出会いがトラウマケアにもたらす
可能性―」　日本臨床催眠学会第10回学術大会 , 東海学院大学 ,  11月 .
＜講演＞「家族システムから見た不登校の短期的援助」, 岐阜県SC研究会（岐阜地区）, 東海学院大学 ,  4月 .
＜講演＞「カウンセリングの初級講座」, 日本TFT協会 , TFTセンター横浜 ,  6月 .
＜講演＞「家族システムから見た不登校の短期的援助」, 岩野田中学校夏期教員研修 , 岩野田中学校 ,  8月 .
＜講演＞「家族システムから見た不登校の短期的援助」, 岩野田北小学校夏期教員研修 , 岩野田北小学校 ,  8月 .
＜講演＞「EMDRを成功させる秘訣　みたび」, 東海EMDR勉強会 , 名古屋 ,  8月 .
＜講演＞「カウンセリングの初級講座」SYサイコセラピー研究会 , 東海学院大学 ,  8月 .
＜講演＞「メンタルヘルス研修」, （株）イノアック ,  9月 .
＜講演＞「EMDR治療における解離の取扱説明書」, 日本EMDR学会臨床セミナー , カリアック（浜松）,  12月 .
宮　本　邦　雄（MIYAMOTO, Kun io）
＜ 論文＞「青年期の愛着スタイルと情緒的応答性の関連」安田藍（共著者）『東海学院大学紀要』第1号 , 
pp.203-210.
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＜ 学会発表＞「Attachment styles and emotional availability to infants in young adult females.」 XXIX 















＜ 学会発表＞「The difference of Rorschach Special Scores between high-functioning pervasive 
deve lopmenta l  disorder and schizophrenia」X Ⅸ International Congress of Rorschach and 
Projective Methods, レーベンカトリック大学 ,  8月 .
＜ 講演＞「片口法とExner法の双方を学ぶことの意味」東京臨床心理士会第二ブロック研修会 , 東京逓信病院 , 
10月 .
＜講演＞「発達障害のロールシャッハ法」東京臨床心理士会第二ブロック研修会 ,東京逓信病院 ,  10月 .
矢　澤　久　史（YAZAWA, H isash i）
＜論文＞「指導者の言葉かけが子どものやる気と認知に及ぼす影響」『東海学院大学紀要』第1号 ,  pp.211-217.
人間関係学部子ども学科
蘭　　　和　真 (ARARAGI ,Kazuma)
＜著書＞「Active Sports 総合版2008」共著，大修館書店，pp, 239-248．
＜著書＞「Active Sports 女子版2008」共著，大修館書店，pp, 255-264．
＜論文＞「ナルトルールの出処に関する研究メモ」，『東海学院大学紀要』第1号，pp. 219-222．
川　島　大　司（KAWASHIMA, Dai j i）
＜著書＞「情報処理－Word & Excel 2007－」，学術図書出版社．









＜ 著作テキスト＞「Mastering Basic English Grammar－基礎英文法とリーディング演習」マーガレット・山
中，福井慶一郎，成美堂．
＜ 論文＞「『小学校英語活動』における語彙・表現の研究 :Elementary School English: A Study on its 












＜ 学会発表＞「軽度発達障害児への社会的スキル訓練の効果」, 日本発達心理学会第19回大会，追手門学院大学 , 
3月 .
＜ 学会発表＞「Are female nurses’ utterances special stimuli for premature infants in the neonatal 
intensive care unit? -The approach to the frontal cerebral blood flow changes using NIRS-」
Rie Fukuhara, Shiori Aoyama, Tamotsu Toshima（ 共 著 者 ）11th World Congress of the World 
Association for Infant Mental Health, 横浜国際会議場，8月 .
＜ 学会発表＞「触覚的質感の違いに対する脳血流変化と情動評価の関連」, 日本心理学会第72回大会 , 北海道大学 , 
9月 .
＜ 学会発表＞「軽度発達障害児を対象としたSSTにおける子どもの発話と教師の対応の関連」, 日本教育心理学
会第50回大会 , 東京学芸大学 , 10月 .
高　畠　　　純（TAKABATAKE, JUN）
＜絵本＞ ｢どうするどうする　あなのなか ｣（きむらゆういち・文），福音館 .
＜絵本＞ ｢だじゃれオリンピック ｣（中川ひろたか・文），絵本館 .






























藤　井　康　寿（FUJI I ,  Kouju）
＜ 論文＞「遷移区間を伴う異材界面亀裂を有する長方形板の固有周期に関する研究」國富康志，松岡功治，土山
正登，中川建治（共著者）『土木学会論文集Ａ』Vol.64，No.1，pp.156-166．
＜ 論文＞「異材界面き裂問題の解析法に関する基礎的な研究」中川建治（共著者）『名城大学理工学部研究報告』
名城大学理工学部，第48号，pp.32-35．
＜ 学会発表＞「力学オタクから情報そしてアニメーションオタクに至る私の研究遍歴」，東海学院大学・東海学
院大学短期大学部学術交流集会，東海学院大学，10月．
229
